
 
取引基本契約書 

 
売主 クリエス精機株式会社（以下「甲」という。）と買主 〇〇（以下「乙」という。）は、

甲乙間の継続取引に関して、以下の内容の取引基本契約を締結する。 

 

第 １ 条   （目的） 

 本基本契約は、甲が乙に対して金型及び金型関連製品の販売を継続的に行うにあたり、

その基本的条件を定めるものとする。また、本契約書の内容全般は、資本金の大小関係に

関わらず、下請代金支払遅延防止法に準拠するものとする。 

 

第 ２ 条   （基本契約性） 

 本契約は、甲を売主とし乙を買主とする目的物の個別売買契約（以下｢個別契約｣という。）

のすべてに適用されるものとする。但し、個別契約において本契約と異なる事項を定めた

場合、個別契約が本契約に優先する。 

 

第 ３ 条   （個別契約） 

 甲が乙に販売する目的物の具体的品目、数量、価格、納期、納入場所その他売買契約の

具体的内容は、個別契約において定める。但し、甲乙協議の上、これに代わる方法を定め

ることができる。 

 

第 ４ 条   （仕様変更等の費用） 

 見積時点とは異なる仕様変更、設計変更に関しては、甲乙、都度協議の上、適正な費用

を乙が支払うこととする。 

 

第 ５ 条   （引渡し・納品）  

 目的物の引渡しは、個別契約に従い、納品書と共に乙又は乙の指定場所にて甲が行う。

引渡日は、検査の有無、合格、不合格を問わず、初回納品日付とする。尚、引渡場所まで

の運送費は、甲の負担とする。 

  

第 ６ 条   （検品、瑕疵担保責任＝手直し修正、修理、設計変更費用の取扱いについて） 

１. 乙は甲より商品の引渡しを受けた後、直ちにその商品の品目、数量、外観、品質等につ

いて検査を行い、注文内容との相違及び外観、品質上等の瑕疵（以下、不具合）がある場

合には、引渡後、20 営業日以内に甲に通知しなければならない。 

２. 甲が引渡後、前項の通知を受けた場合、甲は通知のあった製品を調査し、不具合の存在

が確認できた場合には、再度納期を定めて修正および修理を実施後、納品する。但し、数

量超過、品目相違、又は不具合のある製品については、甲の選択に従い、乙は返品又は廃

棄の措置を講じるものとする。尚、返品又は廃棄に関する費用は甲の負担とする。 

３. 甲は、乙が通知した不具合内容を調査して、不具合責任の疑義が生じた場合、都度、そ

の内容を乙に申し入れし、甲乙双方で協議し、費用負担の責任及び金額を明確にする。 

４. 本条の規定は製品の不具合に対する甲の責任の一切を規定したものであり、法律上の瑕



疵担保責任に代わるものとする。 

５. 本条各項の規定は、再納品された製品についても準用する。 

 

第 ７ 条   （所有権・危険負担の移転） 

製品の所有権及び危険負担は第４条に定める初回納品後をもって甲より乙に移転する。 

  

第 ８ 条   （支払・決済） 

１. 乙は、第５条で定義した引渡し日に納品された金型及び製品の代金の支払手続きを、翌

月末日までに完了させなければならない。 

２. 本契約書の内容全般は下請代金支払遅延防止法に準拠する。よって、乙が検査を行うか

否か合格の有無を問わず、金型及び製品の初回納品、引き渡し後 60 日以内に代金の支払

い手続きを別途、甲乙同意した支払条件に基づき、完了しなければならない。 

３. 乙は、本契約及び個別契約に基づき甲に対して負担する金銭債務の支払を遅延した場合

には、甲は乙に督促状を発行し支払いを催促する。 

 

第 ９ 条   （秘密保持及び知的財産権） 

１. 甲及び乙は、本契約及び個別契約により知り得た情報、機密を第三者に無断で開示又は

漏洩してはならない。 

２. 金型に関する図面データ(紙図面、2 次元データ、3 次元データ）は全て甲の知的財産で

あり、乙は了承なしで第三者に開示してはならない。 

３. 乙が金型図面データを提供させたい場合、別途、甲乙協議の上その対価を設定し、買い

取ることとする。 

 

第 １０ 条 （解約） 

 甲及び乙は、相手方に対して２ヶ月以上の予告期間をおいた書面による通知をもって、

本契約を解約することができる。 

 

第 １１ 条 （解除） 

１. 甲及び乙は、相手方が本契約又は個別契約の各条項に違反した場合、相手方に対して違

反の是正を書面により申し入れ、その後３０日を経過するもなお是正されない場合は、本

契約又は個別契約の全部若しくは一部を解除することができる。 

２. 甲及び乙は、相手方が次の各号の一に該当するときは、相手方に対して何等の催告なし

に本契約又は個別契約の全部若しくは一部を解除することができる。 

① 差押、仮差押、仮処分、強制執行、競売等の申立を受け、又は滞納処分、保全差押を

受け、若しくはこれらの申立、処分を受けるおそれのある事由が生じたとき。 

② 支払停止若しくは支払不能に陥ったとき、又は手形交換所から不渡り処分若しくは取

引停止手形処分を受けたとき。 

③ 破産、再生手続開始、更生手続開始、私的整理手続開始、特別清算の申し立てがあっ

たとき。 

④ 営業の停止又は解散。 

⑤ 反社会勢力とのかかわりがある、又はそのおそれがあると認められる相当の事由があ

るとき。 

⑥ その他資産、信用状況が悪化し、又はそのおそれがあると認められる相当の事由があ



るとき。 

 

第 １２ 条 （損害賠償） 

 甲又は乙は、相手方が本契約又は個別契約の各条項に違反した場合、若しくは第 10 条２

項に基づき本契約を解除した場合、これによって被った損害の賠償を相手方に請求できる。 

 

第 １３ 条 （契約期間） 

 本契約の有効期間は、契約締結日より 1 年間とし、期間満了２ヶ月前までに甲又は乙か

ら相手方に対し本契約改廃の意思表示がなされないときは、本契約は同内容にて自動的に

１年間更新されるものとし、以後も同様とする。 

 

第 １４ 条 （合意管轄） 

 本契約及びこれに関連する一切の紛争を裁判によって解決する場合、山形地方裁判所を

第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 

 

第 １５ 条 （協議） 

 本契約に定めのない事項については、甲乙協議の上、解決をする。 

 

本契約の成立を証するため本書２通を作成し、当事者が記名捺印の上、甲乙各１通を保有する。 

 

20〇〇年  月  日 

 

 

売主  （甲） 住所   山形県東村山郡中山町長崎７１０－１ 

会社名  クリエス精機株式会社 

代表取締役 大沼 正浩               印 

 

買主  （乙） 住所 

会社名 

代表取締役                     印 
 
 


